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令和３年度 寄宿舎研究について（中間まとめ） 

Ⅰ 研究テーマ  

「児童生徒の自立的・主体的な生活につながる指導実践の取組」 

～寄宿舎生の実態と手立ての共有～ 

 

Ⅱ 研究テーマ設定の理由 

 １ 学校教育目標・寄宿舎教育目標から 

  本校では学校教育目標として「児童生徒一人ひとりが個性と能力を発揮し、可能性を最大限に高

め、自立的・主体的な生活を送る」を掲げている。寄宿舎の教育目標は次のように定めて取り組んで

いる。【表１】 

   寄宿舎ではこの教育目標に基づき、寄宿舎生の個別の生活指導計画を作成している。計画の作成

にあたっては、本人と保護者から寄宿舎生活で身につけたいこと、将来的に身につけたいことを聞き

取り、目標の設定を行っている。この指導計画の評価は、前期と後期の年２回行っており、どの程度

目標を達成できたか、目標達成のためにどのような手立てを講じたか、目標の達成が難しかった場合

は、目標が適切なものだったか、手立てが有効だったかなどの検証をしているが、この点について

は、今後さらに掘り下げた検証をしていく必要性を感じているところである。 

 

【表１】本校寄宿舎の教育目標及び経営方針 

寄宿舎目標 

(1)自分から進んで日常生活を送ることができる。 

(2)周りの出来事に関心をもち、意欲をもって活動できる。 

(3)心身の健康や安全なくらしに関心をもって生活できる。 

経営方針 

(1)寄宿舎生個々のニーズを把握し、個性と能力を発揮できる支援に努める。 

(2)家庭や学部及び関係機関との連携を図り、社会参加と自立に向けた支援に努める。 

(3)健康及び安全に配慮し、寄宿舎生の健康保持に努める。 

 

 

 ２ これまでの寄宿舎研究から 

  (1)成果 

①新実態把握シートとプランニングシートを利用し、一人ひとりに応じた指導の充実を図ること

のできるような個別の生活指導計画を作成する。 

ア 新実態把握シートやプランニングシートを活用したことで、一人ひとりの実態や具体的な

手立てが分かりやすくなり、個別の生活指導計画作成に役立った。 

イ プランニングシートは実態把握シートと連動するように改善した。段階に分けた短期目標

を記載する欄や、特記事項を記載する欄を作成した。 
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②本人が分かりやすく主体的に活動できる目的と具体的な手立てを考え取り組む。 

ア 手立てを考え、本人と確認することで、本人にとってより分かりやすくなった。 

イ 前期・後期で目標を設定して指導計画を作成し、評価することにした。前期の評価から、後

期に手立てなどを改善して取り組むことができた。 

 

③PDCAサイクルを進める。 

ア 指導員間で手立てを共有し、改善できることがあれば変更しながらすすめることができた。

うまくいった手立て、うまくいかなかった手立てを棟ごとの連絡会（棟会）を中心に指導員間

で共有し、追加変更などして支援にあたった。 

イ 各棟１事例（計２事例）にして進めた。そのことで、昨年度より検討する時間をとることが

でき、手立ての見直しができ効果的な支援ができた。 

 

  (2)課題 

①実態把握シートを作成したが、空欄が多くなったときに評価が困難なところがある。実態に合わ

ないこともあった。 

②実態把握シートは、ページ数が多く見にくかった。 

 

Ⅲ 研究内容 

１ 寄宿舎研究の基本構想と共通理解 

２ 個別の生活指導計画の作成と見直し 

３ 目標達成のための実践と PDCAサイクルによる手立ての改善 

 ４ 個別の生活指導計画の活用、改善 

 ５ 研究のまとめ 

 

Ⅳ 研究計画 

月 期日、内容 主な内容 

４ ９日 寄宿舎研① ・令和３年度前沢明峰支援学校全体研究計画（案）の概要につ

いて周知 

５ 14日 寄宿舎研①－２ ・寄宿舎研究の内容、計画等について協議、資料の検討 

６ 18日 寄宿舎研② ・寄宿舎研究の推進 

９ 17日 寄宿舎研③ ・寄宿舎研究の推進 

11 19日 寄宿舎研④ ・棟研究の推進 

12 10日 寄宿舎研⑤ ・寄宿舎研究の推進 

・全体研究会資料の検討 

２ 18日 寄宿舎研⑥ ・寄宿舎研究の反省 

・全体研究会を受け、必要に応じて資料の修正 
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Ⅴ 研究の推進にあたって 

 １ 個別の生活指導計画の作成 

  (1)本人と保護者から願いを聞き、目標・手立てを設定する。 

  (2)内容は、保護者、学級担任、各棟指導員と共有する。 

 ２ 達成状況の共有と手立てを検証 

  (1)目標達成状況は、前・後期で評価・共有し、目標や手立ての検証をする。必要に応じて見直し、

改善する。 

 

Ⅵ 研究の実際 

前期・後期に分けて、個別の生活指導計画をもとに、実践記録シートを作成した。「目指す主体的な姿」、

「目標」、「手立て」、「生徒の様子と成果と評価」を入力し、最後に指導の振り返りと評価を入力した。 

 

 １ 実践事例１【図１】 

＜研究会で話し合った内容＞ 

・週に 2回、月曜日と火曜日に取り 

 組んだ。 

・曜日は本人と決めて取り組むこと 

 にした。 

・漢字の問題を解くことについては、

最初は「え～」という反応だったが、

自ら取り組む姿がみられた。 

・その他に体を動かしたり、音楽を 

 聴いて過ごすことができるよう、   

提示してはどうか。 

・漢字の問題だけでなく、例えば漢字

を使ったパズル、クロスワードなど

にも取り組むことで選択できるよう

になり、学習時間の過ごし方に幅も

できるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【図１】実践事例１ 
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２ 実践事例２【図２】 

＜研究会で話し合った内容＞ 

・挨拶する間を逃すとできないが、相手が 

 寝ていても挨拶することができた日もあ 

った。挨拶ができたことを報告すること 

もできた。 

・調理員にも頭を下げて挨拶を表現してい 

た。 

・挨拶や話しかけるとき、その場の状況が 

みられるようになった。相手のことや、 

その場の雰囲気を感じられるようになっ 

てきている。 

・指導員とのやりとりだけでなく、同室の 

生徒と趣味をとおして関わりをもち、一 

緒に過ごす場面がみられた。 

・自分から複数の指導員に関わる場面が増 

えた。（裁縫、ゲームなど） 

・スマホゲームの話題やゲーム（UNO）をと 

おして、学校であったことなど話してく 

れるようになった。 

・自分の思い通りにしたがる傾向にあった 

が、他生徒と一緒に暮らす中で、相手を 

認め、また認め合えたことがベースにな 

っている。その先に挨拶がある。 

・あまり関わりのなかった生徒や指導員とも、会話することができるようになってきた。 

・同室者と気持ちのやりとりが増え、折り合いが付けられるようになってきた。 

  

【図２】実践事例２ 
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３ 研究のまとめ 

実践を進める中で、目標達成に向けて取り組んだ結果、どのような力がついたのか振り返ることがで

きるよう、観点別での評価項目を追加した。 

また今年度の研究の取り組みについて指導員にアンケートを実施した。 

アンケートは次の項目である。 

 

ア 研究主題を意識して取り組むことができたか。 

イ 研究内容・方法はどうだったか。 

ウ 指導員間で支援を十分に共有し、取り組むことができたか。 

エ 実践事例の書式はどうだったか。 

オ 観点別評価を取り入れたことはどうだったか。 

     

これらの内容に基づき、成果と課題を以下にまとめる。 

 

 (1)成果 

   ① 実践記録シートに観点別で評価する項目を追加したことで、どの力がついたのか分かりやく

なった。 

② アンケートの回答において、 

〇 主体的な生活について改めて考えることができた 

〇 定期的に話し合いができ、意識して取り組むことができた 

〇 生徒との関わり方について、改めて考えるきっかけになった。 

〇 難しく考えずに取り組むことができた。 

〇 個別の生活指導計画を活用したのはよかった。取り組みやすかった。 

などの記述があった。 

 

 (2)課題 

① 観点別評価の記載の仕方について、指導員の研修の必要がある。 

② アンケートの回答において、以下のような記述があった。 

〇 研究会で情報共有はできたが、日々の取り組みや実践が不明確で指導員間の共有ができて

いたとは言えない。 

〇 話し合う場を設けたり、取り組むための仕組みがあればよかった。 

〇 情報共有がもう少し短い期間でできるとよい。日々の棟会でもう少し話題にしてもよいと

思う。 

〇 うまくいかなかった事例について、どうしてうまくいかなかったのか、何がよくなかったの

か、どうすればよかったのかも協議しないと、自分たちの成長につながらないのではない

か。よい点、反省、課題、改善点を考える研究にしていきたい。 

〇 全体に関わる活動や行事などに取り組んだ事例を取り上げると、指導員の支援をより高め
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ていけるのではないか。 

〇 研究のための研究ではなく、普段行っていることを深める研究がよい。 

 

 (3)次年度の研究に向けて 

   ① 実践事例について検討する場として、年間４回の寄宿舎研究会の他に、定期的に行っている

棟ごとの連絡会（棟会）の中で実践事例について情報を共有する時間を設ける。 

   ② PDCA 再確認する必要がある。評価を見て、達成が難しいときは手立てを見直し、次の計画に

つなげるというサイクルをこれまでより意識して、目標を達成できるよう実践する。 


